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昭和 46年 9月 19日(日)，千葉大医学部附属病院第 
l講堂にて開催された。数日来の不順な天候でむし暑
く，参会者にはやや気の毒な日和であったが，開業され
ている老先生方も参加されたことは主催者側として嬉し
かった。
今回は症例検討の申し込みがなく，一般演述のみであ
ったが，ひとつひとつの演題にかなりの質問が出，活i慢
であった。
さて，石川嘉夫(国立千葉)および伊藤晴夫(千大)
は 73才男子の線維肉腫手術例を報告した。第 l回手術
時は右精索腫蕩としたが，半年で右下腹部(腹膜外)に
また多発した点，むしろ多中心性発生を思わせた。精索
原発とすれば本邦第 3例目とのこと，常々，稀有症例を
注意深く扱っている同氏の今後を期待する。ついで伊藤
晴夫，百瀬剛一，遠藤博志， 片海七郎(千大)，真鉱涛
(成田日赤)，藤田道夫(旭中央)らは Seldinger法を
簡易化せる onestageの動脈撮影手技を紹介した。確
かに Seldinger法はやや煩雑であり，また術後の止血に
もやや長時間を要するし，また，小児，乳幼児では行ない
がたい欠点があるが，この改良法は上述の欠点をほとん
どすべて克服しているよ U、方法であろう。ただし Tube
がレ線透過性であるため，透視下で行なう撮影手技には
不向きの点が唯一の欠点であろうか。片山喬，佐藤良子
(千大)は最近臨床応用されている Cyagnogreen (In-
docyanine green) による肝の異物排池能試験を紹介し
た。これは泌尿器科領域でしばしば行なわれる尿路造影
剤投与下での影響を見たもので，報告によれば多少のデ
ータのバラツキはあるが，まず造影剤によって影響され
ることはないとのことであった。妹尾素淵，真鍋涛，日景
高志，伊藤弘世(成田日赤)は腎摘後に惹起された急性
肺浮腫の l例を述べた。 26才の女性，左の単純性(?)腎
嚢胞(重量1.2kg)の腎摘で，術そのものにはさして問
題となることはないようであり，議論は当然麻酔管理に
一橋慎
集中した。かっ大静脈血の心への還流が障害されていた
か否かにつU、ても多くの推測がなされたが，剖検所見か
らも判然たる原因はつかめなかったようである。この不
幸な症例より幾つかの教訓を引き出したいものである。
つぎ、も苦い経験例で，村上信乃，田村欣一，藤田道夫，
真田寿彦(旭中央)は術後急性腎不全の 2例を報告し
た。第 l例は 31才男子の左腎切石術後の出血のため左
腎を改めて摘出，その後数日間無尿となったが，反対側
尿管口に栓状に凝血がささり込んで、いるのを発見，これ
を摘除して治癒したというもので，この“凝血塊"の本
態，また，なぜ対側尿管に見られたかなど興味ある問題
に議論が湧いた。また第 2例は前立腺摘除後の無尿で，
これも幸に腸線の除去で治癒した由。ルーチンの手術で
あっても何が起るか分らぬ警鐘と見るべきであろう。長
山忠雄(千大)は数年来打ち込んでいる勝脱癌細胞の染
色体について密度の濃い講演を聞かせてくれた。彼によ
れば，染色体数およびその形態は相当程度に癌の生物学
的悪性度を反映するとのことであり，数少ないこの方面
の研究者として，今後の発展を祈りたい。並木徳重郎，
伊藤弘世，安田耕作(千葉労災)は正常人および脊損患
者の排尿方式を検討，これと比較して脊損例に対する 
TUR (Traus U rethral Resection)の適応を retro-
spectiveな面も含めて検討した。殊に後者の場合，骨
盤底筋の緊張の如何がかなり重要な因子であるとの見解
は同意できる。最後に遠藤博志(千大)は尿失禁の問題
をとりあげ，従来比較的この面に暗いわれわれに大きな
教示を与えた。今回は勝脱内圧，尿道抵抗について述べ，
さらに尿道括約筋筋電図の所見を平易に解説し，尿失禁
に対する電気刺激療法が好成績を得つつあるとして，大
いに明るい希望を示した。また，尿閉症例に対する陰部
神経ブロックにも言及し，今後の研究の成果に期待を抱
かせた。
かくて定刻をやや超え，和やかに散会した。
